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最近の福祉におけるキニナル話題（福祉の旬トピ    ） 

 

 

   スタッフのヒトリゴト    

ウェルフェア イズ ラヴ      

他県での出来事ですが先日のニュースで、元特養の介護職員であった方が、介護士時代にほぼ寝たきりの入所者に

沸騰直後のみそ汁を飲ませて、喉などにやけどを負わせた疑いで、傷害容疑で逮捕されたとのことです。逮捕された

方は、「早く家に帰りたかった」などと供述しているようです。 

言うまでもなく、福祉・介護に携わる者の倫理観、魂として到底許されることではありません。当事業所代表も一

切肯定することは出来ません。 

でも…。その方の「早く家に帰りたかった」という言葉は、気になりました。特養の介護部門ということは、365

日 24時間体制の交代制勤務のはず。そうであるならば、シフトが終われば、次の時間帯の職員が直ぐにやってきて、

「交代しますから、あなたはもう上がって下さい。」という必要が（本来は）あるのですよね…。きっと、時間外勤

務が頻回にあったのではないかと推測します。 

とはいうものの、業務的に難しい場合があるのも事実ではある。食事介護ならいざ知らず、例えば排泄介護の途中

に、いきなり「交代しますね。」と別の職員がやってこられたら、利用者はたまったものではないはず。移乗介護の

途中交代は事故に直結しかねない。 

難しい課題ではあるものの、だからと言って、本来ゆっくりと冷ましてから飲ませる必要がある入所者に対して、

沸騰直後のものをそのまま与えるなんて、やっぱりあり得ない。要介護状態ではない職員であっても飲めないのでは

ないでしょうか。「自分がそうされたらどうか。」と考えることが、福祉・介護支援の出発点だと思うのです…。 

 年始休みが明けて仕事始めになった途端に、また一段と寒くなりましたね。本日（1/9）午後～1/11 位ま

では、全国的に気象庁と国土交通省が「不要不急の外出を控えて」と注意喚起する程の寒波。所によっては

積雪や大雪の恐れもあるとのこと。 

 くれぐれもご安全にお過ごし下さい。 



LO     VE 社会福祉士相談所 LOVE 

 

     LOVEのラブラブな実践      

 

 

県内の福祉イベント案内 他♪ 

発行 社会福祉士相談所 LOVE 

住所 〒761－8071 香川県高松市伏石町 1562番地 伏石ハイツ第 1 201号 

電話 090－7780－7565 

メール you-19830818@outlook.jp 

ホームページ https://lovesocialworker.com/ 

転載や拡散、配布大歓迎！！ 

来週号も乞うご期待      

 前号で記した、様々なことが重なり、ご家族の入院費や介護サービスの利用料の支払が困難になってしまったクラ

イエントに対して、当事業所は市社協の生活福祉資金貸付制度を案内したが、クライエント本人が電話で担当者と話

し、詳細な説明をした結果、「対象外である」と言われたと、当事業所に報告を下さった。 

 市社協の方も当事業所も、残る方法としては生活保護の短期受給しか思いつかず、相談に行かれることをお勧めし

たという状況である。制度適用の基準には至らないけれども、当事者は現に困っている。正に、「制度の谷間」であ

り、私たち社会福祉士の最も苦手とする部分であると思う。 

 同時に、「支援」って何だろう？「救う」って何だろう？と考えさせられる。このクライエントを単純に救いたい

のであれば、もしかしたら当事業所がお金を支給してあげれば良いのかもしれない…。当然当事業所にそんな力（資

金）があるわけもないし、その方法は絶対に「ソーシャルワーク」実践ではない。専門職の道から外れてしまう行為。 

 加えてこの方は、ご自身の困りごとを整理して穏やかに言葉で伝える力を有しておられる方であり、当事業所職員

の同席の有無で結果が変わるとは思えないため、当事業所としては、現時点では情報提供のみを行い同行支援はして

いない。そして当事業所が貸付や支給の可否を決定するものではないので、詳細な経済状況もあえて踏み込んでお聞

きしてはいない。どこまで踏み込み、どれだけクライエントの力を信じるか。難しいところではあるが、生活保護の

申請が上手くいき、クライエントの状況が僅かでも好転することを祈りつつ、力量も実績も乏しい事業所ではある

が、もしも今後クライエントが継続して当事業所を頼って頂けるなら、「いつでもどうぞ。」の姿勢を持ち続けたい。 

 2025年 1月 31日（金）に、琴平町総合センターにおいて、「当事者が語る『ひきこもり』」及び「小さな交

流会」が開催されます。今年は主にご家族の立場からのお話を拝聴できる機会で、ご家族とご本人の親子対

談もあるます。ちなみに当事業所代表も「ひきこもり支援関係者ネットワーク会議」の一員であるのため、当

日会場におります。関心のある方であればどなたでもご参加可能です。詳細は以下のリンクをご確認下さい

ませ。  

https://hitotoco.or.jp/event250131/ 
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